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朝鮮民主主義人民共和国における幼児音楽教育 

― 文献•資料に基づく幼稚園教育の一考察―
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要 約

朝鮮民主主義人民共和国の幼児教育 •初等教育についての日本国内の研究は非常に少ない。限られた研究者しか取 

り組むことができない韓国と環境は異なるにもかかわらず、非常に乏しい状況であり、ここに研究の意義がある。

共和国の特徴は幼稚園1年間を含む11か年にわたる無償義務教育である。首領と党への絶対的服従のなか、全体主 

義的な活動場面において幼児期から徹底的に共産主義建設の成員として扱われる。ゆえに、国家のねらいに沿う有能 

な人間を育てる一方で、自由な発想を持つ人間を育てることは難しいのではないか。

音楽活動では政治的指導者を誉め称える歌を通じながらも音楽的歌唱能力を培っている。西洋音楽にも通じる和音 

の聴取能力育成や、革命の象徴である赤い星を用いた子どもへの賞賛方法がとられるなど、政治と音楽教育がきわめて 

密接な関係であることが明らかとなった。うたと踊りを生活に位置づけ、相互の生活化を図る画期的な日課も設定さ 

れている。映像実況資料分析からは、党と指導者を賞賛する内容がほぼすべてを占める実態がわかった。民族楽器と 

西洋楽器の双方を一緒に用いることは国の方針であり、すでに幼児期音楽教育から行われていることが実証された。 

今後はピアノやソルフェージュ指導について、テキストをもとに研究にあたりたい。

キーワード：朝鮮、音楽科教育、幼児、授業

1 . はじめに

日本では、朝鮮民主主義人民共和国（以下、「共和 

国」と略）の教爱、とりわけ幼児教ま.ネ刀等教まに 

ついての先行研究は非常に少ない。ネト尚得（1977、 

1979)の研究ぐらいである。

朴 は 『現代朝鮮教の発展』において、金日成主 

席が発表した『社会主義教=#に関するテーゼ』の背 

景について考察し、共産主義建設のための教言思想 

観に基づいた「社会主義教爱の百科全言的な偉大な 

教育学̂説」と論じている。また、1972年にすでに実 

施されていた全般的11年制義務教爱については「全 

民教爱の具現であって他の国には見られない、共和

1 ) 中部大学現代教学部幼児教ま学科

国における義務教育 の̂先進的で人民的な内容」であ 

り 「前人未踏の高さを登り続けるであろう」と結論 

づけており、批判的な考察は見られない。もっとも、 

この70年代初めにおいて韓国では朴正熙大統領に 

よる独裁が行われており、現在のI T先進国として 

名を世界にとどろかせるような現在の位置にその姿 

はなく、むしろ共和国の工業が全盛期の時代であっ 

たのである。

朝鮮半島の教爱に関する研究については1910年 

ごろより約35年にわたる、日本植民地時代のもの 

は少なくないが、日本の敗戦に伴う朝鮮地域の独立、 

そして1948年の共和国創建以後、今日までの60年 

間にわたり一つの地域がIt北に分断している状況の 

中、共和国についての日本人研究者の取り組みは非 

常に乏しい。その原因としては次のようなものがあ
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げられよう。

①日朝国交未樹立による人的、物的交流の少な 

さによるもの、また、必要とされる情報が双 

方ともに公開されていないことによるもの。

②独裁国家のイメージからの嫌忌作用に伴う、 

研究者自身の消極的姿勢によるもの。また、 

周囲の研究環境支援の未整備によるもの。

オ每根悟監修『朝鮮教爱史』（1975) のはしがきにお 

いては、執者代表でもある渡部学による次のくだ 

りがある。「日本における、日本人の手による『朝鮮』 

教爱史研究は、残念ながら今日でもなお「闘争」と 

でもいうべき色彩を完全に払拭し去ることができな 

い状況」とし、そのたたかいの对象として「日本ま 

身の内なるステレオ夕イプ—— これが偏見を生み出 

す地盤なのだが—— 」と指« している。また、「日本 

植民地化の研究はほぼ論定されている」としながら 

も 「情報入手のアンパランスのもとでは南北に共通 

する基本的な様相を統一的に論述することはきわめ 

て困難」であり、結果的にIt北にわけて研究するこ 

とや、何よりもまず「断絶史観の克服」を命題とし 

研究を進めていく中で新しい方法論を開拓すべきと 

述べている。筆者はこの状況がほとんど変わってい 

ないと考える。実際に日朝国交はいまだ樹立されて 

おらず、また近年とみに、拉致問題を契機に乗じた 

一部の勢力によって現在まで続く亦友好キヤンペー 

ンの遠因もあり、多くの日本人の共和国観が厳しい 

ものであることは誰しも否定できないであろう。

兀来は一つの半鳥、一つの民族である朝鮮半島に 

ついての研究は、南北分け隔てずに行うことが好ま 

しいが、南北各々が独立後、この60年の間に共和国 

では親子ニ代の独裁体制のもとに独自の進化発展を 

遂げてきたなかで、教をどのような原理.思想の 

もとで行ってきたのか。ま者は、故金日成主席や金 

正日総言記個人崇キ羊ともいわれる同国の体制が、幼 

児教爱分野にも影響を及ぼしているのではないかと 

いう仮説を持っている。資料の入手Ö 体が難しいな 

かで、できるだけ多くの資料からその実態を明らか 

にし、そこに垣間見る成果と課題についても触れよ 

うと考えた。本稿では幼児教ま\特に幼稚園におけ 

る 音 楽 教 に つ い て 述 べ る 。

2 . 共和国の幼稚園教育の変遷、法的位置づ 

けならびに活動科目

2- 1. 日本植民地解放後からの幼稚園教育変遷

1946年に日本の小学校に当たる人民学校に1 年 

制の幼稚園を附設するように当時の政府である臨時 

人民委員会が提示したのが始まりである。翌年には 

教爱令により「1 年生用幼稚園教爱機関」として位 

置づけている。朝鮮半島が If北に分かれたのが 

1945年、その後の1 、2 年で幼稚園教爱をこのよう 

に定參させたことはマルクスレーニン主義に基づい 

た国の成長発展を夢見た社会主義教ず理念の確固た 

る意思と見ることができる。現在は中国との親密度 

が報道でも明らかになっており、ロシアとの関係は 

90年代から冷え込んでいる状態である力S、この頃の 

共和国は、第 2 日き世界大戦時の日本の敗北による朝 

鮮半島の米ソの分割直後であり、ソ連の影響が相当 

強いものとであったと思われる。

現在の11年制義務教制度は、幼稚園2 か年の 

うちの就学前1 年間および4 年制の人民学校、 6 年 

制の高等中学校に体系化され1975年に法採択され 

た。なお2002年に人民学校は「小学校」へ、高等中 

学校は「中学校」へと改称されている。幼稚園は2 

年制であり、各学年は、朝鮮語を直訳したときの「低 

い班」「高い班」という名称で呼ばれている。

2- 2. 幼稚園の法的位置づけ

教ま^に関しては、まず1972年採択された『朝鮮民 

主主義人民共和国社会主義憲法』において、以下の 

ように規定している。

第 3 章 文 化

第 43条 国 家 は 、社会主義教言学の原理を具現し、 

次世代を社会と人民のために闘う高潔な革 

命家に、知徳体を備えた共産主義的新人間 

にまてる。

第 45条 国 家 は 、 1 年間の学校前義務教爱を含め 

た全般的11年制義務教育^を、現代科学技 

術発展の趨勢および社会主義建設の現実的 

要求に則して高い水準で発展させる
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第 49条 国 家 は 、学齢前児童を託児所および幼稚 

園において国家および社会の負担でぎて 

る0

第 5 享公民の基本権和および義務 

第 73条公民は教を受ける権利を有する（後略)。 

第 77条女子は男子と同等の社会的地位および権 

利を有する。②国家は……多くの子を持つ 

母:のために……託児所および幼稚園網の拡 

張、その他の施策を通じて母及び児童を特 

別に保護する。

これを受けて、さらに具体的に作られた法律が、 

幼稚園教爱の基本となる、全 6 享からなる1976年 

の 『子ども保ま教* 法』であり、幼稚園教爱の基本 

的理念のみならず教員の職務や必要な物品まで規定 

されている。その理念としては「マ ルク ス . レーニ 

ン主義をわが国の現実に創造的に適用した朝鮮労働 

党の偉大なチユチェ（主体）思想を唯一の指導思想」 

(第 5 条）と し 「すべての子供を託児所及び幼稚園 

において国家及び社会負担で爱てる」（第 2 条）こと 

としている。ここでいうチユチェ思想とは、共和国 

独まの指導思想であり、いわば革命的首領観に基づ 

く国づくりの根本的土台となる指導原理である。こ 

の思想では次のような定義づけがなされている。

革命と建設の主人は人民大衆であり、革命と建設を 

推し進める力もまた人民大衆にある

革命と建設の主人公である人民大衆は必ず言領の指 

導を受けなければならない。言領は頭であり、党は 

厕体であり、人民大衆は手足と同じである。厕体と 

手足は頭が考えたとおりに動かねばならない。頭が 

ないと生命は失われる。よって、首領の権威は絶对 

的であり全ての人民大衆は無条件に従わねばならな

レ、。

ニン主義をもとに金日成が考えた思想であるとされ 

ている。「無条件に」と言かれているように首領や 

党への絶対服従を明らかにさせており、これが『子 

ども保ま教̂養法』において規定されている以上、幼 

稚園教員にとっては、職務や物品一つについても全 

体主*的な活動で指導を受けなければならないこと 

になり、教員個人としての自由裁量や享前指導なき 

実践は無に等しいことが推察される。では、子ども 

の立場についての記述はどうなっているか。

この法律では無償ま務教爱の根拠が記されてい 

る。「子ども」の概念として第1 条で「共産主義建設 

の後備体であり、代を次いで革命する革命偉業の継 

承者」としている。こ の 「代を次いで」は現在まで 

も口号すなわちスローガンはじめ、生活のさまざま 

な場面において共和国では用いられ、教育^だけでな 

く社会すべてが、共和国に住む人間を革命偉業の継 

承者として位置づけられていることから、成年でな 

くすでに子どもの時分より、徹底的に共産主*建設 

の成員としてその存在が規定されていることにな 

り、良く言えば国家の思い通りで有能な人間を爱て 

ることになる力《、逆の考え方としては、あまりに早 

期からの教育 の̂ため、自由な発想を持った人間をま  ̂

てることが難しいのではないかと思われる。

3. 音楽教育の実情

ここからは共和国の幼稚園における音楽教爱の実 

際を諸資料からみることにしよう。

3-1. 学習科目からみた幼稚園での音楽活動

幼稚園では、集団生活の中で政治思想に对する基 

礎的教養と普遍的知識を教育^することに重点がおか 

れており、具体的には集団主ま精神と規律を重んじ 

ること、首領と党に对する忠誠心を核としている。 

そして、活動科目は全9 科目からなり、週あたり時 

数順で

首領は金日成主席、党は朝鮮労働党を示す。1960 

年代後半の中ソ对立時に、同盟的関係ながらも大国 

相互の狭間に置かれていた共和国が、国の独自性を 

さまざまな方面で発揮できるようにとマルクスレー
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学習科目名 週当たり時数

1 . 私たちのことば（※朝鮮語の学習）

2 . うたと踊り

3 . 数え方

4 . 描くこととつくること

5 . 体ま

6 . あそび

7 . 観察

8 . 敬愛する首領金日成元帥さまのこども時代の話

9 . 偉大な領導者金正日元帥さまのこども時代の話 

週あたりの合11•学習時間

3 時間 

3 時間 

2 時間 

2 時間 

2 時間 

2 時間 

2 時聞 

1 時間 

1 時間 

18時間

出 典 ：北 韓 の 幼 稚 園 教 (パ ク . チェフアン) P. 8 6の表を整理したもの

この表からわかるように、ことばと音楽に開する 

享項が 3 時間ずつと多くの時間を占めているもの 

の、やはり首領と党に対する絶対的服従心を教爱す 

る享項が設定されており、すなわち幼少時から徹底 

的に、金日成と金正日を敬慕する指導が授業として 

行われているのである。さらに幼稚園のみならず小 

学校においても各学年週に一時間ずつ設定されてお 

り、金正日の母親であった金正淑に関する科目も登 

場する。これゆえ、我々が報道で共和国国民のイン 

夕ビュー時、よく耳にする「敬愛する首領さま」「親 

愛なる指導者」などのいわゆる枕詞とも解される言 

葉は r言わされているのではなく」「実は本心でま然 

的に発言している者もいるのではないか」と筆者は 

考えるようになった。小学校低学年でも、社会に对 

する疑問心などはなかなか表出しにくい日き期であ 

り、ましてや幼稚園年少時期から連日全体主義的活 

動のなかで、このようなカリキュラムのもとに教爱 

を受ければ、自然観察活動中での疑問は生まれても、 

なかなか社会やくらしに関しての疑問心は生まれな 

いのではなかろう力、。この問題点は共和国に限ら 

ず、特定の個人や偶像崇キ羊的なものに对し殊更無 

条件に忠誠を誓わせたり、もしくは尊敬させるよう 

な教を行っている幼稚園はじめ教育1 幾関が十分取 

り扱いを考えて設定せねばならない享項のように思 

われる。

3- 2 .学 習 科 目 「うたと踊り」について

学習科目「うたと踊り」については「北韓の幼稚 

園教育 」̂に内容が言かれている。それを整理すると 

次のようになる。

学習科目名「歌と踊り」は大きく 3 つの区分から 

なり

(1)うた(2)踊りの基礎(3) 日課踊(4)うたと踊りの4 

つからなる科目である。

この学び「歌と踊り」科目を 100としたときの区 

分ごとの比享は各2 2〜 27%となり、科目名でみた 

ときのパランスはとれているように思える。では学 

習区分のうち「うた」「日課踊」の内容をみてみよう。

「うた」の内容について 

.金日成将軍のうた 

•親愛なる指導者同志のうた 

•わたしたちの国 

•星ひとつわたし一つ 

•学ぶ歌の練習

この 「内容」で示されている享項は5 つである。

『金日成将軍のうた』は何よりもすべてに優先され 

るような歌曲であり、共和国から流される「チョソ 

ンの声放送」などの海外向け国際放送番組開始日まの 

冒頭にも電子オルガンの単■旋律により一節が流れる 

くらいの扱いの曲であり、国歌である『愛国歌』よ 

りも朝鮮人民の中ではポピュラーな曲なのではない 

だろう力、。

「親愛なる指導者」「星」とは金正日のことを指す。 

指導者や国と関連していない内容名は一番下にある

「学ぶ歌の後習」 しかない。厳密にいえば、そこで 

取りあげられるであろう歌は、恐らく上の題名に示 

されたようなものと似通っているであろうから、や 

は り 『うた』の学びに関しても指導者を仰ぐ歌をう 

たうことによって「歌う」能力を育^成していること 

がわかる。しかしただ指導者を仰ぐだけではなく、
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音楽的歌唱能力成も行っているところに音楽教言 

の要まが存在する。『金日成将軍のうた』では「不減 

の革命頌歌金日成将軍の歌詞 1 番を正確に発音 

し、読みかたや解説をして歌う」ことになっている 

のに対し『親愛なる指導者同志のうた』で は 「4 分 

の 4 拍子のリズムを正確に守り、丁重に歌う」と拍 

節の学習を行い、その後の『わたしたちの国』では、 

4 分の2 拍子、 8 分 .1 6 分音符、4 度の音程……と 

確実に学びの段階がやや急速にあがっている。宮塚 

(2007)は 「小学校の音楽教科言」（P .172)の項で、 

入学したぱかりの時に歌う『金日成将軍のうた』を 

取りあげ「多くのリズムパターンが使用され、同じ 

フレーズの反復が少なく、正確に覚えるのが難しい。 

小学校一年生に歌わせるには、指導が困難と思われ 

る」（P .1 7 6 )と疑問点を投げかけている力S'、小学校 

入学前の義務幼稚園1 か年の学習ですでに上記内容 

が行われていることを鑑みたとき、彼が指摘する小 

学校における問題は容易にクリアできるものとÄ 察 

する。ま た 「高いニ点ホ音があるが、特に声楽の訓 

練を受けていない一年生の児童を对象にした選曲と 

しては難しすぎる」（P .180) とも指キ商している力 

筆者は以前、同国で年末行われる児童公演『ソルマ 

ジ= 新年を迎える= 公演』や日本の朝鮮学校での公 

演をラジオ放送やビデオテ一プを通して視聴した 

せ、無理難題なく発声されているうえ、先述したよ 

うに何よりも曲の置かれている立場が難易度よりも 

最上位であることから、この曲が設定されているこ 

とは明らかであろう。

「日課踊」の内容ついて

踊りに関する科目のうち、本稿では触れない「踊 

りの基礎」区分の学習は、朝鮮舞踊の基礎教ま活動 

科目と思われる。「日課踊」は下に示す点でそれと 

はまったく異なるようである。

幼稚園生活における全体主« 的集団行動を«うこ 

とを目的ともしているのではないかと思われるもの 

である。「日課踊」は具体的教内容として以下の 

ような享項が盛られている。

.教參室へ戻るときの踊り 

.注意を集中させるときの踊り 

• 教*室を出るときの踊り 

•昼寝前後の踊り

などであり、手足だけでなく頭や首など、からだ全 

体の動きを巧みに合わせながら、内容によっては教 

養員の弾くオルガンに合わせて全員一緒に踊ること 

により、參団行動確立と音楽表現の技能を爱成する 

働きがあるのではないかと思われる。ゆえに、あえ 

て r体育」̂の学習科目活動でなく、音楽関連である 

「うたと踊り」として設定されているのではないだ 

ろう力、。以前共和国にいた人物へま者が行ったイン 

夕ビューにおいても「別の教室から日ごろ生活する 

教室へ戻る際に踊りながら戻る」といった内容を聞 

くこと力s'できすこ力5、音楽的な活動と体爱的な活動を 

混合させることにより、相互の生活化を図ることが 

できる画期的な学習科目であろうと考える。

3-3. 出版物からみた幼児音楽教育の実情

1 . 専門誌論文•実践からみた幼児音楽教ま 

2003年 8 月に平壤 • 教育^新聞社から出版された 

「教養員」では、サリウォン（沙里院）教員大学の 

金グイスクが幼稚園年少班用の台本を提示してい 

る。ここでいう台本とは、記述内容から、日本にお 

け る 「学習活動案」に類するものに近い。まずは台 

本から見てみることとする。

〈強い音、弱い音さがし〉

(低い班= 年少班用音楽あそび台本）

— 目的一

子どもたちに強い音と弱い音を見分けられるように 

する能力を爱てる。

一準備物ー

0 風 琴 （または手風琴、ハーモニカ）

0 太鼓、小鼓を描いた絵カード 

0 赤い星板、赤い星数個

一あそびの組織一（ま者注：ここでいう「組織」と 

は準備することを示す）

子どもたちを2 組に分け、半円形に座らせる。

一あそびの方法一

教養員はあそびの題目を告げる。《強い音、弱い 

音さがし》 （1 〜 2 回続けて読む）

① 1 つ目のあそびの方法
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教* 員は《出席の歌> により、指名された2 人の 

子どもは前へ出て子どもたちを向かわせる。

教* 員は風琴（または手風琴、ハーモニカ）で強 

い音もしくは弱い音を演奏し、 2 人の子どもにどの 

ような音であるかを答えさせる。

この時、子どもたちの答えは「強い音です」また 

は 「弱い音です」とし、まず正後に答えた子どもの 

組に赤い星をあげる。

② 2 つ目のあそびの方法

教* 員の《出席の歌> によって、指名された2 人 

の子どもが前へ出て、遊び場に向かう。（遊び場の 

上には太鼓、小鼓を描いた絵カードを置く）

教* 員の風琴演奏音を聴き、子どもたちは強い音 

と弱い音を探し出し、それに合う絵カードを探して 

きて答える。

すなわち、強い音は太鼓の絵カードを、弱い音は 

小鼓の絵カードをあげて見せながら、太鼓の絵カー 

ドは強い音、小鼓の絵カードは弱い音である答えな 

けれぱならないこととする。

この時、絵カードをまずとって正確に答えた子ど 

もたちの組に赤い星をあげる。

このような方法ですベての絵カードを探しあげ答 

える形式を配合して行うことができる。

※留意する点

まず風琴演奏で和音で強い音と弱い音をさがし、 

和音でもその技能を変えて行うことがよい。（強弱 

記号が付与されたC-dur上での I とV の三和音繰 

り返しの楽譜カ觸載されている）

このような楽器でだけすれぱ與味をそそることが 

できないので、楽器を変えて行ったり、この日き強い 

音と弱い音が規則的に変わって演奏する現象を避け 

なければならない。

そして、うたうことと踊ることを配合しながら遊 

びを進めればさらに効果的である。

- 評価一

答えを正後にまず行い、赤い星を多く受けた組が 

勝ったことになる。

前ページの台本を考察して得られた特徴は以下の 

とおりである。

【教室環境】

.風琴（オルガン）、手風零（アコーディオン）など、

ピアノ以外のものでなおかつ、鍵盤楽器により教 

育̂を行っていること。

. 絵カードを用いる方法により、教材としての仲介 

物を通した学習指導が行われていること。

.恐らく教室には簡単なステ一ジ的な場があるので 

あろう。日ごろ生活する空間の中にも、ある種の 

「子どもたちにとっては特別な場」が設けられて 

いると思われる。

• 褒賞の对価として「赤い星」を授与している。幼 

稚園を紹介しているビデオにおいても赤い星を大 

きな板に個人別につけて賞賛するようすが映って 

いた。なお筆者が行った、以前共和国に住んでい 

た人へのイン夕ビューでは、必ずしも「赤い星」 

とは限らず「赤い色のついたモノ」で代用してい 

ることも明らかになった。

【学習の進め方】

• 「音には強い音や弱い音を表現できること」を実 

体験、すなわち遊びの活動を通して学べる方策が 

とられていること。強い音と弱い音の違いを認識 

させる具体的なテーマが設定されながらも、あく 

までも遊びを中心とした学習活動になっている。 

すなわち「遊び」が子どもの学びの中心であるこ 

とを7Kしている。

-遊 び （ゲーム）を進めていく中で、カードをたく 

さんとったところが勝つのではなく、あくまでも 

正確に答えられたものが勝つこと。わざわざ答え 

方として「〜です」という言い方が示されている。 

すなわち、ただ絵カードをあげたり、楽器の名前 

を答えたり「強い音」というように答えるのでは 

なく、「強い音です」と正しい言い方にして答えさ 

せる点は興味深い。このあたりは日本の教にも 

みられよう。

• さらに個人が褒賞の対象ではなく、遊びにおける 

「組」がその対象となること。このことに関して 

は後述する。

【指導上の留意点に関する記述】

• 譜面を用いて具体的に「規則的な音の列による強 

弱」に陥らないような例を「留意点」として示し 

ていることについては、初発音を強く弾いたり次 

の音を弱く弾いたりしがちな傾向を予測してこの
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ような留意がなされているのではないか。 I とV 

の三和音の繰り返しが例示されていることは、い 

わゆる基本三和音の響きを何度も聴取することに 

より、その後の基本的な和声習得にもつなげられ 

るような方策がとられているものと思われる。な 

おハーモニーの処理に関しては、金正日が1990 

年に発表した『歌劇芸術について』のなかで「で 

きるだけ調和のとれた和音を用いながらも、それ 

らが早調でなく、妙味がでるようにすべきです」

と述べている。つまり専門家向けの教示において 

これらの享項を定義化していることからも、いか 

に幼児期に「できるだけ調和のとれた和音」を傲 

底的に学ばせるかが、この活動一つにしても土台 

として位置づけられているかがわかる。

【学習の評価】

筆者が最もこの台本で注目した点は、この活動に 

对する教* 員の評価方法である。C-durでの三和音 

鳴奏の強弱に関する規則的な繰り返しを避けるよう 

留意点をあげながらも、子どもの評価に関しては「答 

えを正確に行い（言い）、赤い星を多く受けた組」を 

評価するのである。

すなわち、この活動においてはあくまでも強い音 

と弱い音について「〜です」という正しい言い方に 

よって答え、かつ、個人がたくさんとったとしても 

集団として褒賞の対象となるわけである。こ の 「集 

団の一員」として活動し「集団がほめられること」 

は、今でも日本の教爱で行われているが、共和国の 

場合はその先にもっと深い問題が存在するのではな 

いだろう力、。組織活動がどのような場合においても 

優先されるなかで、個人には組織活動の一員として 

の責任が常に存在する。当然、ある程度の「個人の 

自由」は束縛されるであろう。活動一つから見ても、 

教爱方針は明Ü であり、将来国益にかなう人材を言 

てるというねらいがわかる。この活動においては褒 

賞 を 「赤い星」の授与によって行っている。この点 

に関しては報道番組や国内向け子ども向け番組の視 

聴により、子どもに对する賞賛場面で「赤い星」を 

授与している事 実̂がわかった。「赤い星」は大きな 

板や紙に掲示するのだが、個人ごと列化させた掲示 

となっており、褒賞の数の差が誰にでもわかるよう 

な方策がとられている。子ども向けのア ニ メ 「チョ

リとオッキ」でも、善行に対する褒賞の对価として、 

教室の前において友人の拍手のなかで赤い星を授与 

している場面があり、その結果として子どもの赤い 

星数がさらに多くなった状況が描かれている。「よ 

いことをして、赤い星をたくさんもらいましよう」 

というような（実際はそこを視聴者に考えさせるの 

だろう力り結びで終わっている。筆者の調査では、 

必ずしも赤い星ではないことがわかっているが、赤 

い星は共和国では共産主義社会をめざす革命の星と 

しての色とかたちである。そのうえでも、幼児期よ 

り、この色とかたちをさまざまな場面で用いること 

は非常に重要な意味を持っ。筆者の小学生時代に 

は、赤い星ではなかったがいろいろな色のシールを 

用いて、一覧表に個人ごとの学習の成績（できぐあ 

い）や提出物について掲示する方法がとられていた 

ことを想起する。この方法では、他人の状況もすぐ 

わかり、それよりも少ない場合は確かに「ま分もが 

んぱらねば」という感情を持つこともあろう。ただ 

しそれは一過性のものであり、特段、一生涯を左右 

するほどの意味はまず存在しない。そして、個人の 

優劣が簡早に特定できてしまう問題や極端な数値 

化、何よりも個人内評価が叫ばれる時代にこの方法 

はあまり良いとはいえない。ゆえに日本の大半の学 

校では導入されていないであろう。 しかし2003年 

に出版、掲載されているこの資料によって、共和国 

では恐らく現在もこの方法がとられていることがわ 

かった。個人として褒賞する場面がある一方で組全 

体の達成として褒賞する、双方の方法がとられてい 

る。大人の社会で言いかえれば、オリンピックで優 

勝した者に对して非常に大きな賞賛方法がとられて 

いる一方で、組織全体の達成•成果を要求したり責 

任を追及する、この国の「形」は実はこのような幼 

児期の一コマからすでに行われているのである。

3-4. 広報維誌からみた幼児音楽教育 

2008年 6 月に平壤•朝鮮画報社より出版された 

「朝 鮮 6 月号」には平壤凯旋幼稚園の紹介ページ 

がある。全 14枚中、音楽に関連しているものは1 

枚のみで「うたの勉強とても好きだよ」というキヤ 

プシヨンが記されている。男女 3 名の園児により、 

すべて機種が異なるキーボード伴奏に合わせて10 

名ほどの園児が歌をうたっている場面である。後ろ

61



現代教ま学部紀要第1 号

には掲示板があり「赤い星板」のように見える力5、 

残念ながら星型までは分析できなかった。約 35名 

ほどの列が並び、最も少ないシール数で2 個、最も 

多い個数では11個と、とても平均的とはいえない 

赤いシールの並び方からして、間違いなく個人を評 

価する掲示物であろう。前述したように、以前共和 

国に居住していた方へのイン夕ビューでは、必ずし 

も赤い星板とはいうものの必ずしも星ではなかった 

ようである力S'、いずれにしても赤色のシールにより、 

全体の中での個人評価を幼児でも判別容易な色と数 

による一覧という形式で掲する方法は、かつて筆 

者が小学生時代のわが国のようすと似ている。

3-5. 録音刊行物からみた音楽教育

共和国では、すでに 1970年代初頭には子どもた 

ちの歌声が録音された力セツトテープやL P レコ一 

ドを出版している。学者も数種類所持しているが、 

すべて人民学校児童による歌や演奏のものであり、 

幼稚園ものはない。人民学校児童が放課後に通う 

『学生少年宮殿』でのものが多く出され、彼らは 

1980年ころに来日し公演も果たしている。先述の 

ように、1975年 9 月の就学前教爱1 か年を含む11 

年制義務教制度の法採択や、1977年 9 月金日成が 

教示した教育政策指針である『社会主義教育に関す 

るテーゼ』の年代とも一致し、この享実からも、社 

会主義教爱集大成としての発表舞台の場は、当時は、 

いわば「後発の」幼児教よりも、すでに義務化さ 

れていた初等教爱段階に重きが置かれていたもので 

あろうと推察する。

筆者の手もとには『幼稚園兄による歌と演奏CD』 

がある。C D 夕イトルは、シリーズとして出版され 

ている「朝鮮児童音楽第 1 集」であり、サブ夕ィ 

トルは「全国幼稚園児たちの芸術総合公演実況」 と 

あり、録音日時は1995年 9 月 2 5日で同年、光明音 

楽社より出版されたものである。な お 「光明」とは 

最 近 「光明星」と並んで、とみに用いられている言 

葉であり『北朝鮮 • 驚愕の教科言（宫塚、2007)』で 

は「光明と称する会社や団体は、金正日の息のかかっ 

た組織と思って間違いない。金日成の太陽に対し、 

金正日は星である」と述べられており、幼児の音楽 

教爱宣伝•普及に对する金正日の並々ならぬテコ入 

れの強さを感じる。このC D と同内容のビデオを日

本国内においても入手し、双方の視聴により内容細 

部の研究を進めた。

公演は全17プログラムであり、各題目はのとお 

りである。地域 •幼稚園名は中国黒竜江省朝鮮民族 

出版社「朝鮮 ’ 韓国行政区域地名便覧」を主に、筆 

者の推測を加えたものである。

1 . 幼稚園児数人による開会あいさつと合唱 

「これから幼稚園児たちの芸術総合公演を始めま 

す」引き続き、

合 唱 「会ってみたい大元帥さま」

(平壤市西城区の幼稚園、両江道の恵山市の幼稚

園）

2 . 合 唱 「高くいただく金正日将軍さま」

(平壤市西城区の幼稚園、両江道の息山市の幼推 

園）

3. 3 名の園児によるうた「わたしたちは幸福童」 

(南浦f市千里馬製鋼連合企業所幼稚園、平安It道

ま南区の幼稚園）

4 . き 踊 「愛の間食時間」

(金鍾泰電気機関享綜合企業所幼稚園）

5 . 男児重唱「遊戯曲」

(咸與市城川幼稚園）

6 . 短蕭のための民族器楽重奏「万景台は /花園」 

※万景台は金日成の生家がある

(平安北道球場郡の村幼稚園、沙里院轨績工場幼 

稚園）

7 . 独 舞 「私もひよこをまてるよ」

(咸境北道清參市新岩幼稚園児）

8 . 男児独唱と小合唱「いつもともにいらっしゃる 

よ」（咸境北道清津市言松幼後園児、黄海南道戴享 

郡南山幼稚園）

9 . 女児独唱「いつもお変わりないですね」

(李ジョンスン同務が事業する幼稚園児）

1 0 .玉流琴独奏「祖国のふところ」

(平壤蒼光幼稚園児）

1 1 .伝説舞踊「鏡の岩」

(平壤鳳南幼稚園、咸境北道金策市の幼稚園）

1 2 .サーカス「3 人造形」

(羅津一先鋒市先鋒郡 5 月 1 6日幼稚園）

1 3 .ハーモニカ斉奏「革命歌謡連曲」

(金ミョンオク同務が享業する幼稚園）



朝鮮民主主義人民共和国における幼児音楽教ぎ

1 4 .女児独唱「あすあさってわくわく」

(平安南道价川鉄道局价川幼稚園）

1 5 .舞 踊 「わたしたちも将軍様のちびっこ軍隊」 

(平壤布中区慶上幼稚園）

1 6 .太鼓斉奏「豊年太鼓あそび」

(新義州市本部幼稚園）

1 7 .体言舞间と合唱「金正日将軍様を高く戴こう」 

(慈江道熙川市青年電機連合企業所豊山幼稚園、

江原道安辺郡村幼稚園）

これらの題目列挙のみから以下のことが判明し 

た。

(1) 政治的な内容が含まれているものがほとんど 

を占めること

( 2 ) うた、演奏、舞踊で構成されていること

( 3 ) さまざまな地方から出演しており、平壤市に 

偏っていないこと

まず(1)の政治的な内容についてであるが、歌詞や 

動きを細部まで分析すると、

• 金日成をたたえる内容一1、6、8、9、

-金正日をたたえる内容一2、3、4、9、14、15、 

17

• 社会主義生活をたたえる内容一3、4、7、10、16

• 人民軍隊をたたえる内容一5、13、

以上のように分けることができ、一部の曲につい 

ては重複している。政治的な内容力《含まれていない 

とした7 、11、1 2に共通することとしては、歌詞は 

ないが、振り付けや動作などは韓国の舞踊には見ら 

れない朝鮮舞踊独自の動作であり、共和国独まの音 

楽 • 体ま舞踊教育 の̂産物と鑑みることができる。

次に(2)で示した、構成についての特徴のうち、音 

楽関連について述べる。

• 歌唱は独唱3 、重唱2 、合唱が3 である。男女 

それぞれの独唱のみならず、小合唱との混成も 

行われている。

. 演奏については3 種類の楽器演奏で、管楽器の 

經蕭、弦楽器の玉流琴、打楽器の太鼓があるが、 

民族楽器であることに注目したい。

金正日は『歌劇芸術について』(1990)のなかで「民 

族楽器と洋楽器を組み合わせるべきである」と述べ、 

「われわれの音楽芸術を主体的な音楽芸術に発展さ

せるためには、民族音楽と民族楽器を基本に発展さ 

せながら、それに西洋音楽と洋楽器を服従させる原 

則を守らねばなりません。この原則から逸脱して 

は、わが国の音楽芸術を正しく発展させることがで 

きません」と言及している力S'、金正日の教示が法規 

とはいかないまでも、実質、統制的な役割を持って 

いると仮定したとき、こ の 『歌劇芸術について』と 

いう音楽専門家向けの論文に通じるものが、すでに 

幼児期の音楽教意^において行われていると見ること 

もできよう。また、西洋音楽を民族音楽に服従させ 

るという若干抑他的ともいえる表現からは、民族楽 

器の優位性を主張しているようにもみえる力あく 

までも民族楽器と洋楽器の双方を適宜用いるという 

意味ではないだろうか。ま者はその根拠として、こ 

の C D すべての曲で用いられている楽器自体は、民 

族楽器よりも洋楽器が使われている点をあげたい。 

むしろわが国や韓国の音楽教育=において、和楽器や 

韓国伝統楽器が幼児期音楽教育^だけでなく初等教爱 

段階で、どれだけ使われていることだろう力、。この 

点については今後の研究課題としたい。

(3)についてである。共和国の憲法では首都を平壤 

としているカォ、出版 . 報道においては「革命の首都、 

平壤」とうたっている。また羅津一先鋒市（現、羅 

先市）と並ぶ直轄市である。それだけに、多くのプ 

ログラムに園児が出演しているのではないだろうか 

というのが筆者の考えであった。むろん非常に少な 

い情報で出あう共和国の姿は平壤市のものぱかりで 

あり、地方については、悲惨な状況ばかり報道され 

ることから« 察してしまうことは無理もない。そし 

てこの公演が行われた1995年についていえば、平 

壤市の幼稚園出演が全プログラムの3 分の 1 の多さ 

で、やはり特別な地域なのではないかという見方も 

Ü かにできる。他方、地方単•位である「道」の市 . 

郡の幼稚園児も参加しており、まんべんなく各地方 

の企業所設置の幼稚園も含めて出演していることか 

ら 『子は国の宝』の姿勢で全国一律に幼稚園の1 か 

年をも無償義務教に含む、国としてのま負心とし 

ての姿も垣間見ることができる。興味深い点として 

は、 9 道 2 直轄市からなる共和国の行政地域におい 

て、ただ一つ、道き体が韓国と分断している江原道 

の幼稚園兄が出演していないことである。単なる偶 

然であることなのか「計算された」ことなのかは現
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日#点ではわからないが、これだけの大きな舞台に参 

加できない理由力《存在するのではないかと考える。 

今後の研究の課題の一つとしたいところである。

では、ほんとうに「普通の幼稚園児」たちが出演 

しているのであろう力ん韓国教開発院（KEDI) 

の資料によれば、偶然にもこのプログラム上のうち 

3 つの幼稚園について「北韓の代表的な幼稚園」の 

項目で次のように触れている。

. プログラム10番目の平壤蒼光幼稚園に関して 

「北韓の代表的な児童保爱施設」で あ り 「2000 

年 6 月 に （韓国の）金大中大統領訪北時に夫人 

が訪問した」幼稚園

• プログラム15番目の平壤慶上幼* 園に関して 

「金日成主席が直接敷地を選定して設立された 

幼稚園」

. プログラム16番目の新義川本部幼稚園に関し 

て

「才能を持った子どもを探し、英才教まを行っ 

ていることで全国的に名をとどろかせている」 

「麵類やパンを生産することができる加工設備 

と200mの温室を備えて子どもたちに食料を常 

に供絵している」

我々が報道で目にする近年の子どもたちの状況と 

はかなり異なる。すでに2000年当時より貧しいよ 

うすが伝わってきていたが、大規模な施設や子ども 

を探してくるほどの英才教爱実施、そして何よりも 

韓国の国家機関資料において「代表的な幼稚園」と 

していることからも、やはり「特別な幼稚園」であっ 

て 「ふつうの幼稚園」ではないものとit者は考える。 

裏を返せば、このような特別な幼稚園でない、全国 

津々浦々、職場にも存在する幼稚園教爱についての 

実態が資料等においても不明であり「すべての子ど 

もに教窝^の機会均等を図る社会主義教窝との整合 

性についても検討する必要性を感じる。

4 . まとめ

今回の研究で明らかになったことは、すでに幼児 

期の音楽教爱から国家として有益な人材を育^てよう 

とする点である。そのため、遊びの活動を中心とし 

ながらも、音楽的な面ではかなり専門的な享項を幼 

鬼期のうちから設定している。それは単に歌唱活動

だけでなく舞踊や生活場面で行う踊りと組み合わせ 

ながら繰り退すことによって学びがつくられている 

ことである。実際の場面では、個人や組ごとに競い 

合わせる方法が取り入れられている。また、ある種 

の 「選ばれた子ども」の教爱を行っている享実もわ 

かった。さらに冒頭で提起した「金日成.金正日父 

子への個人崇拝体制が幼児教ぎにおいても影響して 

いるのではないか」という点に関しても、資料をも 

とに実態を探り、幼児の生活すべてにおいて影響が 

存在していることがわかった。

1970年代からのしっかりとした11か年義務教育  ̂

制度は他国ではあまり見られないものであり、非常 

に有益なシステムであろうと考える。両親、特に女 

性が働くことができる環境が、この時代につくられ 

ていたことは学ぶべきこともかなり多いと考える。 

そのための施設として幼ま園が全国くまなく作ら 

れ、具体的なカリキュラムのもとに子どもたちが集 

団生活を送ることができることは、早期に学ぶこと 

が将来に及ぼす影響としての長所からも非常に有効 

である。しかしながら前述のように、共和国では極 

端な個人崇拝がこの50年間で浸透しており、客観 

的、冷静的に物享をみつめる視点を子どもにもたせ 

ることはかなり難しいのではないかと考える。個人 

としての自由が残念ながらあまり存在しないのでは 

ないだろうかという疑問もわく。また、選ばれた子 

どもたちの存在はすなわち、幼児期からすでに優劣 

がはっきりしていることでもある。いわば6 歳くら 

いの子ども時代には、すでに人間としての一生があ 

る程度決まってしまっていることでもあり、その意 

味では非常に危険な面も存在するかもしれないだろ 

う°

本稿では共和国や韓国からの資料をもとに考察し 

た。幼児教爱と初等教育^がーつの線でつながってい 

ることも明後になった。この享実からも今後は、共 

和国幼児音楽教の実技教爱、特にピアノやソル 

フェージュ指導について、学習テキストをもとに調 

査研究したいと考える。
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Abstract

There  are o n ly  a sm a ll n u m b e r o f people in  Japan w h o  s tu d y  abou t D . P . R . K  =  N o r th  K o re a s  ch ild  education 

and e lem enta ry -schoo l education.

T h is  n u m b e r is un reasonably  sm all enough, w hen w e consider o u r research  e n v iro n m e n t w h e re  on ly  a lim ite d  

n u m b e r o f qu a lified  researche rs  are a llow ed to  s tud y  South Korea, w h ile  i t  is no t the  same abou t N o rth  Korea.

Such s c a rc ity  its e lf  cou ld  m ake th is  s tu d y  m eaningfu l.

One o f th e  d is tin c tiv e  fea tu res  o f N o rth  K o re a s  educa tion  p ro g ra m  is its  com p u lso ry  educa tion  system  p ro v id e d  

tu it io n -fre e  fo r  a p e rio d  o f 11 years in c lu d in g  1 -ye a r k in d e rg a rte n  education.

A s  a p a r t  o f th e  to ta lita r ia n  state w h e re  people are s tr ic t ly  re q u ire d  to  obey the  S ove re ign and W o rk e rs ’ P a rty , 

ch ild re n  are also tre a te d  as m em bers to  b u ild  up th e ir  com m u n is t soc ie ty  and are re q u ire d  to  take  p a r t in  va rious  

a c tiv itie s  fo r  th a t  purpose.

Since th e ir  f i r s t  a im  is to  develop capable people w h o  can c o n trib u te  to  the  n a tio n s  policies, I  am a fra id  th a t i t  

w o u ld  be d if f ic u lt  fo r  th e m  to  develop people w ho have lib e ra l o r f le x ib le  m in d  a t the  same tim e.

In  the  f ie ld  o f m us ica l education, c h ild re n  are g iven o p p o rtu n itie s  to  re fin e  th e ir  s in g in g  skills , tho ugh  i t  is th ro u g h  

s in g in g  songs to  ad m ire  p o lit ic a l leaders.

T h e  s tu d y  has fo u n d  th a t  po litics  and m usica l education are connected v e ry  c lose ly w ith  each o ther: fo r exam ple, i t  

is encouraged to  im p ro v e  a b ili ty  to  lis te n  to  and id e n tify  va rious  cho rds som ew hat lik e  W es te rn  m usica l educa tion： the  

Red S tars (b e in g  th e  sym bo l o f re vo lu tio n ) are used as scores to  p ra ise  ch ild ren .

On the  o th e r hand, th e re  is an in n o va tive  education p ro g ra m  w h e re  songs and danc ing  are assigned to c h ild re n  as 

a d a ily  ta sk  and in te g ra te d  in to  th e ir  e ve ryd a y  life.

http://www.uriminzokkiri.com/
http://www.kcckp.net/ko/
http://www.elufa.net/
http://www.uniedu


A s  fa r  as w e have observed  fro m  v ideo  m a te ria ls  th a t cap tu red  actua l s itua tions , a lm ost a ll o f such songs and 

dancing are focused on a d m ir in g  W o rk e rs ' P a r ty  and po litica l leaders.

I t  has p ro ve d  th a t in  N o rth  K orea  bo th  e thn ic  and W este rn  m usica l in s tru m e n ts  are used tog e the r, f ro m  the  stages 

o f ch ild  education, as a p a r t  o f the  na tio n ’s educational policies.

T h e  n e x t step o f m y  s tu d y  is to  f in d  ou t ho w  p iano and solfege lessons are con du c te d  in  th is  co u n try , based on te x t  

m ateria ls.

[K e y w o rd s ] n o rth  korea, corea, M us ic  d e p a rtm e n t education, in fa n t
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